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シラミは宿主特異性が高く､宿主と平行し
た進化をたどっている可能性が高い｡そこで､
霊長類のシラミのミトコンドリアDNAによる
系統樹の作成を試みた｡
方法 昨年の本報告で述べたと同じ｡
成績と考察 下図のような系統樹が作成でき
た｡宿主の系統樹ともよく一致し､共進化の可
能性が示唆された｡ケジラミとアタマジラミ
の分岐は､ヒトが体毛を失った時期と一致す
るのかが目下の関心事である｡もし､そうだと
するなら､そのポイントが､まさに現代人発祥
の時点と考えられる｡ヒトとの分岐上誼要な､
チンパンジーのシラミを入手すべく､待機中
である｡
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